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1997.03.10

～2006.07.31

更
新

「
し
ほ
」
と
い
ふ
文
字
「
何
篇
ソ
」

―
『
壒
嚢
鈔
』
の
注
釈
と
現
行
の
研
究
を
通
じ
て
文
字
変
容
を
探
る
―萩

原

義
雄

は
じ
め
に

吉
田
兼
好
『
徒
然
草
』
第
百
三
十
六
段
に
、

く
す
し
あ
つ
し
げ
。
故
法
皇
の
御
前
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
。
供
御
の
ま
い
り
け
る
に
。
今
ま
い
り
侍
る
供
御
の
色
々
を
。
文
字
も

功
能
も
尋
下
さ
れ
て
。
そ
ら
に
申
侍
ら
ば
。
本
草
に
御
覧
じ
あ
は
せ
ら
れ
侍
れ
か
し
。
ひ
と
つ
も
申
あ
や
ま
り
侍
ら
じ
と
申

け
る
時
し
も
。
六
条
故
内
府
参
り
給
て
。
有
房
つ
ゐ
で
に
物
な
ら
ひ
侍
ら
ん
と
て
。
ま
づ
し
ほ
と
い
ふ
文
字
は
い
づ
れ
の
偏
に

か
侍
ら
ん
と
ゝ
は
れ
た
り
け
る
に
。
土
偏
に
候
と
申
た
り
け
れ
ば
。
才
の
ほ
ど
既
に
あ
ら
は
れ
に
た
り
。
い
ま
は
さ
ば
か
り
に
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て
候
へ
床
し
き
と
こ
ろ
な
し
。
と
申
さ
れ
け
る
に
。
ど
よ
み
に
成
て
ま
か
り
出
に
け
り
。

と
あ
る
。
こ
れ
を
、
室
町
時
代
の
行
譽
編
『
鮮
嚢
鈔
』
［
三
七
頁
］
巻
第
一

が
引
用
し
、
次
に
示
し
た
解
釈
を
し
て
い

40

る
。

・
冷
然
草

ニ

シ
ホ
ト
云
字
ハ
何
篇
ソ
ト
問
テ
。
土
篇
ト
答
タ
ル
ヲ
サ
ハ
カ
リ
ナ
ル
才
覚
ト
ク
タ
サ
レ
ヌ
。
知
ヌ
土
篇

ニ

ハ
非
ス

ツ
レ
／
＼
ク
サ

ト
。
正
字
如
何
。

○
是
イ
カ
ヽ
侍
ル
ラ
ム
。
常

ニ

ハ
塩
ノ
字
ヲ
用
。
是
土
篇
也
。
乍
レ

去
正
字
ヲ
ハ
鹽
ト
書
也
。
注
云
弋
占
切
。
宿
沙
ヲ
煮
テ

漁
テ

為
也
。
又
蝴
ト
書
ク
同
字
ナ
リ
。
尓
雅

ニ

ハ
鹹
ト
。
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
ト
ヨ
メ
ハ
不
レ

焼
潮

ノ

事
ニ
ヤ
。
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と
あ
っ
て
、
『
徒
然
草
』
を
『
冷
然
草
』
と
表
記
し
、
「
「
シ
ホ
と
云
ふ
字
ハ
、
何
篇
ぞ
」
ト
問
ふ
テ
、
「
土
篇
」
ト
答
へ
た
る
を

さ
ば
か
り
な
る
才
覚
と
く
だ
さ
れ
ぬ
。
土
篇
に
は
非
ず
と
知
り
ぬ
。
正
字
、
如
何
」
と
問
い
、
「
土
篇
」
で
は
な
い
こ
と
を

そ

の

程

度

の

知
る
。
で
は
正
字
は
如
何
と
い
う
と
、
常
に
用
い
る
と
き
に
は
、
現
代
に
お
け
る
「
常
用
漢
字
」
と
い
う
レ
ベ
ル
と
は
異
な

り
、
公
式
的
な
文
書
へ
の
書
記
文
字
で
は
な
い
、
世
俗
社
会
に
お
け
る
通
常
の
書
記
使
用
漢
字
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
常
に
「
塩
」
の
文
字
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
、
こ
の
字
は
、
「
土
篇
」
に
収
録
し
て
い
る
文
字
だ
と
解
釈
す

る
。
こ
れ
が
当
代
の
見
識
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
「
乍

レ

去(

さ
り
な
が
ら)

」
と
続
け
て
、
正
字
は
「
鹽
」
の
文

字
で
書
く
こ
と
を
述
べ
、
典
拠
資
料
名
は
示
さ
ず
「
注
に
云
う
」
と
し
て
、
「
弋
占
の
切
」
と
反
切
を
示
し
、
次
に
「
宿
沙

ヨ
ク
セ
ン

を
煮
て
、
漁
っ
て
為
る
な
り
」
と
文
字
の
意
味
内
容
を
注
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
反
切
を
有
す
る
字
書
が
一
体
ど
の

よ
う
な
も
の
か
が
ま
ず
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
注
記
引
用
し
て
い
る
字
書
は
、
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
で
あ
る
。
後
の
中

国
字
書
の
と
こ
ろ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
韻
字
書
で
あ
る
『
廣
韻
』
『
韻
府
群
玉
』
は
、
「
餘
廉
反
」
と
記
載
す
る
。

ヨ

レ

ン

ま
た
、
説
明
注
記
の
箇
所
は
、
『
説
文
』
の
注
記
「
鹵
也
天
生
曰
レ

鹵
人
生
曰
レ

鹽
從
レ

鹵
監
聲
、
古
者
夙
沙
初
作
二

鎚
海
鹽

一

」
か
ら
し
て
、
「
海
」
の
文
字
と
「
漁
」
の
文
字
を
見
誤
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「
宿
沙
」
が
人
名
で
あ
る
こ
と
を
理
会
し

て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
同
字
「
蝴
」
を
記
録
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
引
用
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

通
常
、
字
典
類
で
は
、
「
皿
」
部
、
乃
至
「
鹵
」
部
と
す
る
文
字
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
文
字
が
実
際
で
は
「
何

篇
」
に
収
載
さ
れ
る
べ
き
文
字
な
の
か
は
、
こ
の
『
壒
嚢
鈔
』
で
は
、
全
く
指
示
し
て
い
な
い
の
も
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

そ
の
う
え
最
後
は
、
『
爾
雅
』
の
「
鹹
」
を
引
用
し
、
「
滷
矜
鹹
苦
也

滷
苦
地
也
可
矜
憐
者

亦
辛
苦
苦
即
大
鹹

」
〔
釋
言
第
二

オ
⑥
〕
の
文
字
を
も
っ

12
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て
、
倭
訓
「
し
は
ゝ
ゆ
し
」
と
こ
の
文
字
を
訓
む
の
で
あ
れ
ば
、
焼
か
な
い
「
し
ほ
」
す
な
わ
ち
、
「
潮
」
の
こ
と
だ
と
し
て
、

う
し
お

「
潮
」
と
い
う
同
音
異
字
に
つ
い
て
記
載
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
潮
」
の
文
字
を
「
何
篇
ぞ
」
の
答
え
と
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
こ
こ
に
少
し
く
あ
る
。
「
供
御
」
に
饗
せ
ら
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
「
潮
」
す
な
わ
ち
「
し
ほ

う
し
お

み
づ
」
を
説
明
し
な
け
れ
ば
成
る
ま
い
。
慥
か
に
、
本
邦
に
お
け
る
製
塩
方
法
で
あ
る
「
藻
塩
」
は
、
海
水
を
用
い
る
。
と

す
れ
ば
、
こ
の
後
に
注
釈
文
が
あ
っ
て
、
結
論
付
け
と
し
て
「
さ
ん
ず
い
篇
」
と
記
載
す
べ
き
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
未

記
載
と
し
て
い
る
か
ら
尚
更
、
結
論
と
は
な
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
記
載
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た

見
解
を
『
壒
嚢
鈔
』
編
者
行
譽
が
抱
い
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
ま
た
、
次
に
示
す
先
行
研
究
の
一
つ
で
あ
る
小
松

英
雄
さ
ん
の
論
文
が
指
摘
す
る
「
供
御
の
色
々
を
。
文
字
も
功
能
も
尋
下
さ
れ
て
。
そ
ら
に
申
侍
ら
ば
。
本
草
に
御
覧
じ

あ
は
せ
ら
れ
侍
れ
か
し
。
ひ
と
つ
も
申
あ
や
ま
り
侍
ら
じ
」
の
本
草
学
か
ら
の
検
証
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
皆
無
と
し
て
い

る
こ
と
も
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
い
わ
ば
、
文
字
論
的
見
解
だ
け
が
こ
こ
に
表
出
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。

一

「
し
ほ
」
文
字
《
先
行
の
研
究
論
文
》

山
田
俊
雄
「
し
ほ
と
い
ふ
文
字
は
何
れ
の
偏
に
か
侍
る
ら
む
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
六
六
年
９
月
）
…
…
文

字
使
用
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
「
鹽
」
よ
り
「
塩
」
を
用
い
る
傾
向
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
当
代

の
字
書
類
中
に
お
い
て
も
所
属
部
首
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
従
来
の
解
釈
が
成
り
立
ち
に
く
い
、
譚

の
論
点
を
明
ら
か
に
出
来
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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こ
ま
つ
ひ
で
お
「
し
ほ
と
い
ふ
文
字
は
い
つ
れ
の
へ
ん
に
か
侍
る
ら
む
」(

『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
国
語
学

論

集
』
勉
誠
社)

…
…
本
草
書
「
玉
石
部
」
の
「
部
立(

篇)

」
を
漢
字
の
「
部
首(

篇)

」
と
誤
解
し
た
こ
と
に
起
因
し
た

譚
と
い
う
見
解
を
示
唆
す
る
。

伊
東
玉
実
「
『
徒
然
草
』
百
三
十
六
段
と
そ
の
周
辺
」(

石
黒
吉
次
郎
ほ
か
編
『
徒
然
草
発
掘
』
叢
文
社
、
一

九
九

一
年)

池
田
証
寿
「
徒
然
草
第
百
三
十
六
段
の
一
解
釈
―
漢
字
使
用
の
実
態
と
漢
字
字
体
規
範
と
の
ず
れ
―
」(

『
国

語
と
国
文
学
』
一
九
九
九
年
七
六
卷
五
号)

…
…
筆
写
字
と
印
刷(

宋
板)

字
の
相
違
を
論
点
と
す
る
。

山
田
健
三
「
し
ほ
と
い
ふ
文
字
は
何
れ
の
へ
ん
に
か
侍
ら
ん
―
辞
書
生
活
史
か
ら
―
」(

『
国
語
国
文
』
一
九
九
九

年

月)

…
…
前
の
四
つ
の
論
を
精
査
し
、
各
論
を
補
正
し
つ
つ
、
部
首
認
定
の
二
面
性
を
問
い
て
い
る
。
そ
の
う

12
え
で
、
原
点
に
帰
着
す
べ
く
そ
の
可
能
性
を
示
す
高
論
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
し
た
論
文
の
な
か
で
、
山
田
俊
雄
先
生
の
「
し
ほ
」
文
字
に
対
す
る
論
点
が
原
点
と
な
っ
て
、
広
く
国
語
学

研
究
の
な
か
に
波
及
し
始
め
、
『
徒
然
草
』
本
文
を
注
釈
す
る
多
く
の
書
籍
が
必
ず
、
こ
の
段
に
関
し
て
こ
の
論
文
を
取

り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
且
つ
ま
た
、
と
り
わ
け
最
後
の
山
田
健
三
さ
ん
の
論
を
何
度
と
な
く
読
み

返
し
、
こ
の
論
文
が
先
行
論
文
の
利
点
と
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
糸
口
に
し
て
、
私
の
帰
着
す
る

「
し
ほ
」
文
字
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
み
た
い
。
そ
れ
自
体
、
山
田
俊
雄
さ
ん
の
論
の
出
発
点
に
回
帰
す
る
こ
と
に
も

な
ろ
う
。
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二

《
中
国
字
書
》
に
み
る
「
し
ほ
」
文
字

ま
ず
、
『
大
廣
益
會
玉
篇
』
鹽
部
二
百
二
十
六

凡
四

字

に
、
「
鹽

弋
占
切
宿
沙

煮

海

爲

也

譜
同上

氷
俗

椙
公
戸
切
氷
也
不

堅
固
也
蒼
猝
也

」
と
記
載
す
る
。
こ
の
注
記

内
容
は
、
『
壒
嚢
鈔
』
に
お
け
る
解
釈
の
直
接
資
料
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
定
す
る
の
だ
が
、
活
字
版
で
は
な
い
手
沢
本

が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
が
本
邦
に
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た
か
を
知
る
意
味
で

も
、
山
田
健
三
さ
ん
や
池
田
証
寿
さ
ん
の
こ
の
資
料
に
お
け
る
研
究
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
『
太
平
御
覽
』
卷
第
八
百
六
十
五
、
飲
食
部
二
十
三
・
氷
に
、
「
書
曰
青
州
厥
貢
氷
諞
」
に
始
ま
っ
て
、
引
用

す
る
『
周
禮
』
『
記
』
『
左
傳
』
『
説
文
』
『
廣
雅
』
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』
『
東
觀
漢
記
』
『
王
符
論
』
『
魏
志
』
『
魏
略
』

『
呉
志
』
『
蜀
志
』
『
晉
書
』
『
宋
書
』
『
齊
書
』
『
梁
書
』
『
北
齊
書
』
『
唐
書
』
『
管
子
』
『
尸
子
』
『
魯
連
子
』
『
抱
朴
子
』
『
金
樓

子
』
『
國
語
』
『
山
海
經
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
春
秋
後
語
』
『
淮
南
萬
畢
術
』
『
氷
鐵
論
』
『
世
説
』
『
風
俗
通
』
『
呉
時
外
國
傳
』

『
晉
令
』
『
蜀
王
本
紀
』
『
世
本
』
『
晉
太
康
地
記
』
『
凉
州
記
』
『
益
州
記
』
『
荊
州
記
』
『
本
草
經
』
『
崔
余
博
徒
論
』
『
嶺
表

異
録
』
と
い
っ
た
書
籍
は
、
通
字
「
氷
」
を
以
っ
て
引
用
し
、
『
廣
志
』
『
玄
晏
春
秋
』
『
博
物
志
』
『
梁
四
公
子
記
』
『
凉
州
異

物
志
』
『
笑
林
』
と
い
っ
た
書
籍
は
、
正
字
「
鹽
」
を
以
っ
て
収
録
し
て
い
る
。
本
邦
で
い
う
通
字(

現
代
の
常
用
字)

「
塩
」
の

文
字
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
文
字
に
見
る
な
ら
ば
、
篇
目
は
「
土
」
部
で
は
な
く
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し
て
「
皿
」
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
な
か
で
、
『
漢
書
』
引
用
文
に
、
「
又
曰
呉
東
海
水
爲
氷
國
用
没
足

呉
録
地
里
志
曰
呉
王

鎚
海
水
為
氷
今
海
氷

縣
是

也

」
と
あ
っ
て
、
後
者
に
掲
げ
た
本
邦
古
辞
書
『
色
葉
字
類
抄
』
の
注
文
引
用
句
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
中
国
の
金
石
文
字
資
料(

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
石
刻
拓
本
資
料
「
拓
本
文
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
使

用)

と
し
て
、

「
唐
劉
夫
人(
妙
美)

墓
誌
銘
」

A

「
唐
恒
州
行
唐
縣
主
薄
崔
沖
墓
誌
銘
」

B

A

B

C

「
唐
湖
州
刺
史
封
泰
墓
誌
」

C

「
唐
上
柱
国
王
玄
墓
誌
銘
」

D

D

E

「
大
唐
處
士
賈(

文
行)

君
之
墓
誌
銘
」

E

※

「
起
家
任
梓
州
鹽
亭
縣
尉
」
。

B

か
ら
、
次
に
示
す
本
邦
古
辞
書
の
『
新
撰
字
鏡
』
と
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
見
え
る
「

」
の
文
字
が
こ

れ
ら
の
中
国
文
字
資
料
か
ら
検
出
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、

・

・

は
「
田
」
に
作
り
、

・

は
、
口
の
中
を
「
メ
」
に

A

B

E

C

D

表
記
す
る
変
容
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。

三

《
日
本
の
古
文
書
》
に
み
る
「
し
ほ
」
文
字

こ
の
「

」
文
字
が
日
本
の
文
献
資
料
と
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』
〔
国
立
歴
史
博
物
館
刊
〕
の
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「
大
膳
職
解
」
に
、


参
斗
捌
舛
肆
合

※
「
参
」
の
文
字
の
「
彡
」
も
漢
数
字
「
三
」
の
よ
う
に
表
記
す

る
特
徴
が
見
て
取
れ
る
。

〔
天
平
十
七(

七
四
五)

年
十
月
十
七
日
從
七
位
下
行
少
属
贄
土
師
連
佐
美
万
里
〕

と
あ
る
こ
と
を
、
唯
一
確
認
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
「
塩
」
の
「
口
」
の
な
か
を
「
田
」
と
す
る
文
字
が
本
邦

に
お
い
て
は
僅
少
な
の
か
、
こ
の
文
字
と
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
塩
」
の
文
字
と
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
ど
う
み
る
べ

き
な
の
か
、
今
は
ま
だ
釈
明
で
き
な
い
ま
ま
に
あ
る
。
こ
の
文
字
の
書
き
手
が
中
国
大
陸
で
の
こ
の
文
字
を
理
会
し
て
い

た
こ
と
が
謎
を
解
く
鍵
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
と
し
て
、
奈
良
時
代
の
正
倉
院
寳
物
・
聖
武
天
皇
『
雜
集
』
天
平
三(

七
三
一)

年
に
は
、

性
重
非
無
重
。
譏
嫌
尚
有
嫌
。
花
中
濕
夲
毒
。
刀
上
蜜
非
甜
。
熱
来
飜
近
火
。
渇
急
反

求
塩
。
寄
語
弥
猴
輩
。
莫
被
黐
膠
粘
。
〔
王
居
士
涅
槃
詩
廿
五
首
・
輔
賢
〕

と
あ
っ
て
、
本
邦
文
献
資
料
に
お
い
て
、
既
に
「
塩
」
の
文
字
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
文
献
資
料
で
は
「
土
」
を
篇

の
形
體
と
し
た
表
記
が
見
え
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
「
土
」
を
左
傍
篇
の
形
体
と
す
る
資

料
は
、
下
記
に
引
用
す
る
全
て
に
及
ん
で
い
る
。
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そ
の
字
例
と
し
て
、
『
正
倉
院
文
書
』
正
集
三
五
・
三
六
・
天
平
十
（
七
三
八
）
年
周
防
国
正
税
帳
に
も
、
「
塩
」
文
字
が

見
え
、
『
大
同
類
聚
方
』
（
八
〇
八
年
）
巻
之
七
に
、

之
保
以
之

味
鹹

久

少
苦

久

無
毒
塩
海

乃

邊
地
中

爾

生
流

採
爾

無
時
播
磨
國(

爾

多)

と
あ
っ
て
、
「
塩
海
の
邊(

の)

地
中
に
生(

ず)

る
、
採(

る)

に
時
無(

し)

」
と
注
記
す
る
。
ま
た
、
正
倉
院
御
物
「
種
々
藥

帳
」
一
卷
に
、
「
戎
塩
八
斤
十
一
両

并
壷

」
藥
袋
類
に
「
石
塩
九
斤
三
両
併
鹹
」
「
戎
塩
壷
一
口
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
。
近

年
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
公
開
し
た
「
木
簡
字
典

木
簡
画
像

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

」
に
よ
り
「
塩
」
文
字
を
検
索
す
る
に
、
二
十

三
件
が
表
示
さ
れ
、
こ
の
全
て
が
「
塩
」
ま
た
は
「
漂
」
の
「
土
」
を
篇
の
形
体
に
す
る
文
字
表
記
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。
こ
の
字
形
を
最
初
に
用
い
始
め
た
の
は
本
邦
か
ら
で
あ
ろ
う
か
…
。
古
代
朝
鮮
半
島
で
の
こ

の
文
字
の
古
い
表
記
法
を
当
に
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
て
も
、
『
醫
心
方
』
（
九
八
四
年
・
丹
波
康
頼
撰
）
巻
第
三
十
・
五
穀
部
に
、

塩
本
草
云
痊
温
无
毒
王
毓
鬼
粨
耶
注
毒
氣
下
部
撃
瘡
傷
寒
々
熱
吐
削
中
淡
寰
止
心
腹
卒
痛
堅
肌-

骨
多_

食

虫
食
病
也

傷
肺
喜

審

陶
景
注
云
五
味
之
中
唯
此
不

可

闕
然
以

涙

魚
肉
則
能
經
及
不
敗
以

沾

布-

帛
則
易
致

シ

コ
乃
ム
シ
ハ
フ
キ
爪

○

正
夲
有
之

浸
ヒ
タ
也

久

ヤ
フ
レ

ウ
ル
ホ
シ

朽-

爛
所
施
之
處
各
有
所
宜
耳
。

甜
拾
遺
云
五
味
之
中
以
塩
爲
主
四
海
之
内
何
處
无
之
崔
禹
云
主
毓
鬼
毒
氣
其
爲
用
无

三

所
三

不
二

入
一

和
名
之
保

〔
日

タ
ル

本
古
典
全
集

②
～
⑦
〕

２７８５

と
、
記
載
す
る
。
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四

《
日
本
の
古
辞
書
》
に
み
る
「
し
ほ
」
文
字

本
邦
の
字
書
で
あ
る
『
新
撰
字
鏡
』
は
、
皿
部
だ
け
に
、


鹽
塩

譜
椙

六
形
皆
同
／
又
作
閻
羅
／
又
云
霓
摩
羅
也
閻
者
之
保
与
膽
反
〔
卷
十
一

⑤
⑥
〕

684

と
、
通
字
「

」
の
文
字
を
筆
頭
に
六
種
の
字
形
が
皆
同
じ
「
し
ほ
」
の
文
字
を
収
載
す
る
。

平
安
時
代
の
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
原
撰
本
系
）
土
部
に
、



康
頼
云
以
浸
魚
肉
則
経

久
フ
敗
。
以
沾
布
帛
。
則
致
朽
爛
。
五
味
之
中
以
ー
為
王
。
死
海
之
内
何
處
無
之
。

ヤ
ヽ
ヒ
サ
シ

シ
ホ
切


鹽

于
云
上
通
下
正
。
〔

④
⑤
〕

233

と
記
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
皿
部
は
残
存
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
内
容
は
未
審
で
あ
る
。
こ
れ
を
院
政
時
代
の
観
智
院

本
『
類
聚
名
義
抄
』
土
部
に
は
、
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鹽
上
通
下
正

漂

谷
黙

シ
ホ
［
平
・
平
］

和
エ
ム

〔
法
中

①
〕

68

と
あ
り
、
さ
ら
に
鹵
部(

実
際
は
、
卜
部
中
に
収
め
る)

に
は
、

譜
椙

二
或


谷

通
余
占
メ

鹽

〔
法
上

③
④
〕

100

と
あ
り
、
土
部
で
は
示
さ
な
か
っ
た
「
二
の
或
字
」
そ
し
て
、
俗
字
「

」
、
通
じ
て
「
余
占
反
」
で
「
鹽
」
文
字
を
最
後
に
記

載
す
る
。
次
に
皿
部
に
は
、

鹽
亠
炎
通

椙
今


正


谷

〔
僧
中

④
⑤
〕

15

と
記
載
し
て
い
て
、
通
字
「
鹽
」
。
今
字
「
椙
」
。
正
字
「

」
。
俗
字
「

」
と
四
種
の
文
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
し
ほ
」

の
和
訓
は
無
い
も
の
の
土
部
と
皿
部
と
で
は
、
文
字
種
す
な
わ
ち
、
正
字
の
取
り
扱
い
を
異
に
し
て
い
る
。
土
部
で
通
字

扱
い
と
し
た
「

」
の
文
字
を
皿
部
で
は
正
字
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
土
部
の
注
記
「
鹽
上
通
」
を
そ
の
ま
ま
書
冩
編
纂

者
が
誤
認
し
、
こ
れ
を
以
て
正
字
と
認
定
し
て
し
ま
っ
た
文
字
意
識
の
可
能
性
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
り

わ
け
、
中
国
字
書
『
玉
篇
』
の
部
首
に
影
響
さ
れ
つ
つ
も
一
部
脱
却
を
目
指
し
た
本
邦
古
辞
書
で
あ
る
『
名
義
抄
』
に
お

い
て
は
、
鹵
部
を
設
け
ず
、
卜
部
に
包
括
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
鹵
部
と
い
う
応
答
は
除
外
さ
れ
て
こ
よ
う
。
こ
う

し
た
字
書
編
纂
意
識
を
踏
ま
え
て
、
あ
く
ま
で
字
書
で
の
拠
り
所
＝
所
属
位
置
と
し
て
の
部
首
を
尋
ね
て
こ
れ
に
回
答

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
し
ほ
と
い
ふ
文
字
は
い
つ
れ
の
へ
ん
に
か
侍
ら
む
」
は
、
正
に
ず
ば
り
一
つ
の
部
首
を
答
え
る
の
で
は

な
く
、
字
書
の
編
者
が
土
部
、
卜
部
、
そ
し
て
、
皿
部
に
と
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
揺
れ
の
多
い
文
字
で
あ
る
こ
と
を

さ
ら

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
れ
に
基
づ
く
収
載
内
容
通
り
に
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
現
況
の
知
識
そ
の
も
の
を
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適
確
に
答
え
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
決
し
て
、
一
つ
の
「
へ
ん
」
を
答
え
る
べ
き
で
な
い
要
素
が
こ
の
場

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
土
編
」
と
言
わ
せ
て
し
ま
う
意
地
悪
な
座
興
が
こ
の
文
字
に
は
隠
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
当
代
の
知
識
人
に
は
、
現
代
人
が
旁
と
呼

つ
く
り

称
す
る
皿
部
を
も
包
括
し
て
「
へ
ん
」
と
呼
称
し
て
い
た
の
か
が
論
点
と
も
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
言
及
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
広
本(

文
明
本)

『
節
用
集
』
に
、
「
何
篇

又
何
邊

―
返

」
〔

イ
ツ

ヘ
ン

26

④
〕
、
印
度
本
系
弘
治
二
年
本
『
節
用
集
』
に
、
「
何
篇

或辺

」
〔
８
⑦
〕
と
あ
っ
て
、
語
注
記
に
「
ま
た
、
何
邊
。
何
返
」
、
「
或

イ
ツ
レ
ヘ
ン

る
辺
」
と
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
の
言
い
回
し
の
意
味
範
囲
は
相
当
広
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
で
き
よ
う
。
如
何

…
。鎌

倉
時
代
の
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
及
び
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』(

三
卷
本)

に
、

漂[

平]

同

白
―
黒
―
堅
―
等
也
／
余
廉
反
者
火
海
爲
―
／
俗
用
之
又
乍
鹽
エ
ム
〔
飲
食
門
下

ウ
②
〕

ヱ
ム

７３

漂
同

白
―
黒
―
堅
―
等
也
／
余
廉
反
者
大
海
爲
―
／
俗
用
之
又
乍
鹽
ヱ
ン
〔
飲
食
門
下

オ
⑦
〕

ヱ
ン

７２

と
記
載
す
る
。
語
注
記
の
「
者
火
」
「
者
大
」
は
、
一
字
「
煮
」
の
異
体
字
「
鎚
」
で
、
「
海
を
煮
て
塩
を
為
る
」
と
訓
む
と
こ

つ
く

ろ
で
あ
る
。
『
伊
呂
波
字
類
抄
』(

十
卷
本)

に
は
、

漂
シ
ホ

亦
乍

椙

本
朝
事
始
云
昔
者
筑
前
国
／
建
賀
郡
有
熊
鰐
斯
人
始
焼
漂
〔
卷
九
・
飲
食
門

①
〕

１５２

と
記
載
し
、
「
し
ほ
」
の
文
字
は
、
『
名
義
抄
』
土
部
が
注
記
す
る
「
通
字
」
を
以
て
記
載
し
て
い
る
。
次
に
『
字
鏡
鈔
』(

天
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文
本)

を
見
る
に
、
土
部
〔

⑤
〕
に
「
塩
」
の
文
字
、
皿
部
〔

⑦
〕
に
「
鹽
」
の
文
字
を
標
記
字
と
し
て
収
載
す
る
。
鹵
部

132

925

に
は
未
収
載
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
字
「

」
の
文
字
も
何
故
か
未
収
載
に
あ
る
。
こ
の
文
字
の
行
方
を
考
え
る
う
え
で
、

こ
の
途
絶
え
は
重
要
な
観
点
な
の
で
あ
る
。

室
町
時
代
の
『
倭
玉
篇
』(

慶
長
十
五
年
版)

は
、

鹽
シ
ホ

譜
同
上

氷
同
上
俗

椙
シ

ホ

モ
ロ
シ

〔

⑤
⑥
〕

ヱ

ン

コ

259

と
四
種
の
文
字
を
以
て
記
載
し
、
第
一
標
記
が
正
字
、
第
二
標
記
は
こ
れ
は
上
記
字
書(

『
新
撰
字
鏡
』)

に
の
み
収
載
の

略
字
、
第
三
標
記
に
『
宋
元
以
來
俗
字
譜
』
に
用
い
ら
れ
た
「
氷
」
の
俗
字
、
第
四
標
記
は
、
『
名
義
抄
』
皿
部
で
い
う
今

字
が
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
落
葉
集
』
小
玉
篇(

せ
ば
き
玉
篇)

に
は
、

塩
し
ほ

〔
地
理
門
、
十
八
「
土
・
ど
へ
ん
」
４
ウ
⑤
〕

ゑ
ん塩

し
ほ

〔
器
財
門
、
九
十
五
「
皿
・
さ
ら
」

ウ
①
〕

ゑ
ん

15

と
あ
っ
て
、
標
記
字
「
塩
」
で
「
土
」
と
「
皿
」
の
両
部
に
同
じ
く
収
載
を
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
『
書
言
字
考
節
用
集
』
は
、

鹽

時
珍

カ

云
。
黄
帝

ノ

臣
鹹
沙
氏
初

テ

煮
テ

二

海
水

ヲ
一

爲
ル

レ

―
ヲ

洗
和(
同)

玉
露

〔
第
七
册
服
食
六
下

③
〕

シ
ホ

48

と
あ
っ
て
、
た
だ
正
字
「
鹽
」
の
文
字
と
「
洗
和
」
と
い
っ
た
義
字
を
収
載
し
て
い
る
に
留
ま
る
。
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明
治
時
代
の
近
代
国
語
辞
書
『
大
言
海
』
（
大
槻
文
彦
編
）
に
は
、

し
ほ
【
鹽
・
（
塩
）
】
和
語
名
詞
〔
白
穂
ノ
略
カ
ト
云
フ
〕
（
一
）｛
潮
水
ニ
テ
製
ス
ル
、

鹹

キ
モ
ノ
、
潮
水
ヲ
沙
上

ウ

シ

ホ

シ
ホ
ハ
ユ

ニ
澆
ギ
テ
、
日
ニ
晒
シ
、
凝
ラ
セ
テ
、
漉
シ
テ
、
煮
テ
成
ル
、
固
マ
リ
テ
、
白
ク
シ
テ
、
沙
ノ
如
シ
、
其
他
、
製

ソ
ソ

法
、
種
々
ア
リ
。
又
山
鹽
モ
ア
リ
。
〔
其
条
ヲ
見
ヨ
〕
食
ニ
、
鹹
味
ヲ
与
ヘ
、
又
、
肉
菜
ナ
ド
、
貯
フ
ル
ニ
用
ヰ
、

ヤ
マ
ジ
ホ

シ

ホ

ケ

又
、
汚
穢
ヲ
除
ク
効
ア
リ
ト
ス
。
食

鹽
。
鹽
に
す
る
ト
ハ
、
鹽
漬
ニ
ナ
ス
。

畩
蔵
。
鹽
を
出
す
ト
ハ
、
水
ニ
浸
シ

ケ

ガ

レ

シ
ヨ
ク
エ
ン

テ
、
鹽
氣
ヲ
去
ル
。
鹽
出
シ
ヲ
ス
。
鹽
を
振
撒
く
ト
ハ
、
嫌
ふ
。
鹽
が
浸
む
ト
ハ
、
世
ノ
経
験
ヲ
積
ム
。
又
ハ
、

マ

シ

所
帯
ジ
ム
。（
二
）
鹽
ニ
漬
ケ
タ
ル
コ
ト
。
シ
ホ
ヅ
ケ
。

畩
「
し
ほ
魚
」
し
ほ
鱈
」
し
ほ
鯖
」
し
ほ
鮭
」（
三
）
鹽
氣
。

ザ
カ
ナ

シ

ホ

ケ

鹹
味
。
「
し
ほ
ア
マ
シ
」
し
ほ
カ
ラ
シ
」
し
ほ
ガ
利
ク
」
＊
倭
名
抄
十
六

鹽
梅
類
「
白
鹽
、
阿
知
之
保
、
人
常
所

18

レ

食
也
、
又
有
二

黒
鹽
一

、
之
保
」
＊
本
草
和
名
、
下

米
穀
「
鹽
、
之
保
」
＊
古
事
記
下
（
仁
徳
）

「
號
二

其

船

44

13

一

謂
二

枯
野
一

、
云
云
、
茲
船
破
壊
、
以
燒
レ

鹽
、
取
二

其
燒
遺
木
一

作
レ

琴
、
其
音
響
七
里
、
爾
歌
曰
（
長
歌
）
「
枯
野

カ

ラ

ヌ

ヲ
、
志
本
ニ
燒
キ
、
其
ガ
餘
リ
、
琴
ニ
造
リ
、
云
云
」
。
＊
浮
世
風
呂
（
文
化
、
三
馬
）
二
編
、
上
「
ア
レ
モ
、
オ

シ

ホ

シ

メ
ヘ
、
前
方
ハ
、
チ
ツ
ト
道
楽
ダ
ッ
ケ
ガ
、
今
デ
ハ
、
鹽
が
し
み
タ
カ
、
ソ
レ
ハ
ソ
レ
ハ
、
大
人
シ
ク
ナ
ッ
テ
、

ヨ
ク
稼
ギ
マ
ス
」《
二-

-

４
》

697

と
収
載
し
、
こ
の
「
し
ほ
」
に
関
わ
る
『
徒
然
草
』
の
用
例
を
引
用
す
る
編
纂
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
日
本
言
語
文
化
の

観
点
に
立
つ
未
来
型
の
国
語
辞
書
に
は
、
こ
う
し
た
用
例
と
語
注
記
が
是
非
と
も
あ
っ
て
よ
い
と
考
え
る
立
場
に
あ
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る
。
だ
が
、
現
在
の
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
角
川
『
古
語
大
辞
典
』
に
も
こ
の
用
例
の
引
用
が
見
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
寔
に
遺
憾
に
思
う
点
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
、
改
め
て
「
し
ほ
」
の
文
字
に
つ
い
て
、
『
徒
然
草
』
に
起
因
す
る
「
い
づ
れ
の
へ
ん
」
の
論
義
を
眺
め
つ
つ
も
、
本
来
の

「
し
ほ
」
の
文
字
の
字
形
と
そ
の
変
容
の
実
態
に
つ
い
て
新
見
の
資
料
を
中
心
に
補
筆
考
察
し
て
み
た
が
、
通
字
「

」
の

文
字
が
古
文
書
及
び
字
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
邦
の
史
料
と
し
て
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』
〔
国
立
歴
史
博
物

館
刊
〕
の
「
大
膳
職
解
」
に
見
え
、
字
書
に
あ
っ
て
は
平
安
時
代
の
『
新
撰
字
鏡
』
と
院
政
時
代
の
『
名
義
抄
』
ま
で
の
よ
う

で
あ
る
。
今
後
、
通
字
「

」
の
文
字
を
広
く
、
数
多
の
文
献
資
料
に
求
め
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
記
に
示
し
た

字
書
類
が
、
「
し
ほ
」
文
字
を
土
部
、
皿
部
、(
卜(
鹵)

部
の
収
載
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
『
名
義
抄
』
の
み)

と
三
部
門
に
収
載

す
る
こ
と
を
と
り
わ
け
留
意
し
た
い
。
平
安
時
代
の
『
新
撰
字
鏡
』
に
つ
い
て
は
、
皿
部
だ
け
に
こ
の
「
し
ほ
」
文
字
を
収

載
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
字
書
の
篇
目
に
遵
っ
て
い
な
い
独
自
の
配
置
方
法
で
あ
り
、
本
邦
古
字
書
の
文
字
の
篇
目
収

載
の
編
纂
姿
勢
の
な
か
で
尤
も
注
意
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
し
た
な
か
、
中
国
文
字
資
料
で
は
、
「

」
の
表
記
文
字
は
見
出
せ
る
が
、
現
代
日
本
の
常
用
漢
字
「
塩
」
の
文
字

は
、
『
宋
元
以
來
俗
字
譜
』
二
四
畫
に
、
「
正
楷
」
の
「
鹽
」
に
続
き
、
『
列
女
傳
』
〔
宋
刋
〕
『
古
今
雜
劇
』
〔
元
刋
〕
『
太
平
樂

府
』
〔
元
刋
〕
『
白
袍
記
』
〔
明
刋
〕
『
目
蓮
記
』
〔
清
刋
〕
『
金
瓶
梅
』
〔
清
刋
〕
に
「
皿
」
が
文
字
全
体
の
下
に
位
置
す
る
「
氷
」- 16 -

の
文
字
を
見
出
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
且
つ
、
『
名
義
抄
』
土
部
が
通
字
と
認
定
す
る
文
字
が
「

」
で
あ
り
、
俗
字
と
認

定
し
て
い
る
文
字
が
「
漂
」
で
あ
る
こ
と
、
「
田
」
か
ら
「
口
」
へ
の
文
字
省
画
表
記
が
、
如
何
様
に
し
て
誕
生
し
て
い
っ
た
の

か
そ
の
文
字
変
容
の
実
態
に
つ
い
て
今
後
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
「

」
の
字
形
が
な
ぜ
、
日
本

文
献
資
料
に
は
少
な
い
の
か
、
こ
れ
を
奈
良
時
代
以
前
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
古
辞
書
が
如
何
な
る
点
を
拠
り
所
と

し
て
収
載
し
て
き
た
の
か
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

《
補
遺
》

※
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
写
本
に
つ
い
て
は
、
烏
丸
光
廣
本
は
「
い
つ
れ
の
偏
」
、
正
徹
本(

＝
陽
明
文
庫
藏
本)

は
「
い
つ
れ
の
へ
ん
」
、
異
本
系

統
の
桃
園
文
庫
藏
藍
表
紙
本
は
「
何
れ
の
篇
」
と
「
へ
ん
」
の
文
字
表
記
が
個
々
区
々
で
あ
る
こ
と
、
原
作
者
で
あ
る
兼
好
自
身
が
こ
の
「
い

つ
れ
の
へ
ん
」
と
い
う
有
房
卿
の
問
い
か
け
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
文
字
表
記
の
面
か
ら
知
る
術
は
薄
い
。

烏
丸
光
廣
本

陽
明
文
庫
藏
本

桃
園
文
庫
藏
藍
表
紙
本

※
「
鹹
」
の
語
訓
は
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
〔
僧
下

⑧
〕
に
、
「
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
」
［
平
平
○
○
○
］
が
見
え
る
。
ま
た
、
黒
川
本
『
色
葉
字

112

類
抄
』
飲
食
部
「
鹵

シ
ワ
ハ
ユ
シ

醎
同

鹹
カ

ン

同

」
〔
下

オ
⑧
〕
に
は
、
「
シ
ワ
ハ
ユ
シ
」
の
訓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
字
鏡
集
』
〔
白
河
本

②
〕

72

697

『
字
鏡
鈔
』
〔
天
文
本

②
〕
に
も
「
シ
ハ
ヽ
ユ
シ
」
の
訓
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

907

※
「
正
体
」
と
「
通
体
・
俗
体
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
十
分
そ
の
理
会
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
中
国(

唐
代)

の
顔
元
孫
著
『
干
禄
字
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書
』
が
本
邦
で
も
流
布
し
、
こ
の
書
か
ら
の
定
義
づ
け
が
本
邦
古
辞
書
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と
考
え
ね
ば
成
る
ま
い
。
同
書

に
お
け
る
上
記
の
「
正
体
」
と
「
通
体
・
俗
体
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
念
内
容
を
分
析
さ
れ
た
杉
本
つ
と
む
著
『
異
体
字
と
は
何
か
』
二
「
正
体

と
異
体
字
」(
杉
本
つ
と
む
日
本
語
講
座
１
、
昭
和
五
三
年
、
桜
楓
社
刊
、
五
九
頁
～
六
四
頁)

で
は
、

①
俗
体
…
…
籍
帳
文
案
券
契
薬
方
に
用
い
、
浅
近
で
雅
で
は
な
く
、
当
座
用
の
も
の
で
あ
る

②
通
体
…
…
表
奏
牋
啓
尺
牘
判
状
に
用
い
、
長
い
間
使
用
さ
れ
一
つ
の
体
を
形
づ
く
っ
た
も
の
で
あ
る

③
正
体
…
…
著
述
文
章
対
策
碑
碣
に
用
い
、
憑
拠
の
あ
る
正
式
な
も
の(

進
士
の
考
試
に
は
こ
の
体
に
よ
る
べ
き
で
あ
る)

と
用
法
の
場
が
相
違
す
る
こ
と
、
使
用
上
の
範
囲
と
そ
の
場
と
の
相
関
関
係
に
依
拠
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
杉
本
さ
ん
自
身
、
説
く
よ
う

に
、
「
『
干
禄
字
書
』
に
は
一
つ
事
象
を
表
出
す
る
文
字
に
複
数
の
「
正
体
」
、
伝
本
資
料
に
よ
っ
て
、
字
形
の
そ
の
も
の
が
異
な
っ
て
い
る
こ

と
、
別
の
字
典
類
と
比
較
す
る
時
、
本
書
の
正
体
が
俗
体
に
あ
つ
か
わ
れ
て
い
た
り
で
、
規
範
書
た
る
こ
の
書
が
人
々
の
文
字
生
活
を
リ

ー
ド
し
、
確
乎
と
し
た
正
式
な
る
文
字
字
形
の
確
立
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
文
字
史
が
証
明
し
て

い
る
。
さ
ら
に
『
干
禄
字
書
』
の
編
集
そ
れ
自
体
が
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
い
う
。
用
法
を
注
記
す
る
文
字
「
廢
癈

上
妨
廢

下
癈
疾

」
を
そ
の
例

と
し
て
示
し
て
い
る
。
翻
っ
て
、
現
代
の
私
た
ち
日
本
人
が
、
依
據
す
る
と
こ
ろ
の
諸
橋
轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
は
、
こ
の
「
正
体
」
と
「
通

体
・
俗
体
」
に
つ
い
て
み
た
と
き
、
「
通
体
・
俗
体
」
す
な
わ
ち
不
断
用
い
る
こ
と
の
な
い
多
く
の
「
異
体
字
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も

気
づ
か
ね
ば
成
る
ま
い
。
結
局
、
「
正
体
」
「
正
字
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
て
文
字
を
見
定
め
る
と
き
、
一
に
は
「
正
し
い
文
字
」
…
…
規
範

文
字
の
意
識
が
あ
る
。
但
し
、
あ
る
一
定
の
時
代(

政
治
・
政
策
に
基
づ
く
制
定
文
字)

に
留
め
る
こ
と
。
二
と
し
て
は
、
「
正
体
字
」
の
略

称
で
あ
る
「
正
体
」
乃
至
「
正
字
」
で
あ
る
「
通
体
・
俗
体
」
に
対
応
す
る
も
の
と
が
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
し
ほ
」
の
文
字
に

お
い
て
も
、
「
鹽
」
と
「
塩
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
別
字
で
云
え
ば
、
「
學
」
と
「
学
」
に
も
云
え
る
こ
と
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
「
旧
字
体
」
と

「
新
字
体
」
と
い
う
別
次
元
で
と
ら
え
、
建
前
と
本
音
と
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
が
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ぬ
と
こ
ろ
な
の
か
も
し
れ
な
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い
。
余
談
で
あ
る
が
、
夏
目
漱
石
『
坊
っ
ち
や
ん
』
の
冒
頭
部
「
小
学
校
に
居
る
時
分
学
校
の
二
階
か
ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
程
腰
を
抜

か
し
た
事
が
あ
る
」
の
「
学
校
」
の
「
学
」
は
、
原
稿
で
は
新
字
体
を
用
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
、
初
版
『
坊
っ
ち
や
ん
』
、
岩
波

版
『
漱
石
全
集
』<

大
正
六
年>

、<

現
行>

、
に
至
る
活
字
本
は
、
旧
字
体
「
學
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
正
体
と
「
通
体
・

俗
体
」
の
意
識
が
覗
い
て
い
よ
う
。
漱
石
自
身
、
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
の
活
字
本
を
手
に
取
っ
て
見
て
い
る
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
「
む
や
み
」
を
「
無

闇
」
を
「
无
闇
」
な
ど
と
は
し
な
い
し
、
「
闇
」
の
門
構
え
を
行
書
体
で
書
い
て
あ
っ
て
も
、
正
し
く
「
闇
」
と
表
記
す
る
く
ら
い
の
意
識
な
の
で

あ
る
。
と
は
い
え
、
「
こ
ど
も
」
の
「
小
供
」
は
、
「
子
供
」
と
し
な
い
作
者
漱
石
の
文
字
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
文
字

用
法
の
是
非
は
、
奥
が
深
い
こ
と
を
漢
字
の
知
識
と
し
て
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
点
か
ら
し
て
、
『
壒
嚢
鈔
』
に
お
け
る
「
し
ほ
」

文
字
の
記
述
は
、
「
塩
」
そ
し
て
「
鹽
」
さ
ら
に
は
同
音
異
字
の
「
潮
」
ま
で
及
び
、
現
代
の
研
究
者
の
眼
で
見
れ
ば
、
十
分
な
解
釈
と
は
言

え
な
い
が
、
文
字
を
考
察
し
て
い
く
姿
勢
で
あ
る
当
代
の
文
字
解
釈
と
し
て
捉
え
た
と
き
、
よ
り
前
進
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

※
『
本
草
書
』
の
な
か
で
、
本
邦
で
編
ま
れ
た
『
本
草
和
名
』
の
記
載
を
見
る
と
、
上
卷
「
玉
石
部
」
と
下
卷
「
米
穀
部
」
に
見
え
る
。
こ
の
二

箇
所
で
あ
り
、
正
字
「
鹽
」
は
標
示
さ
れ
て
い
な
い
。

上
卷
「
玉
石
部
」
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下
卷
「
米
穀
部
」

※
二
〇
〇
五
年
九
月
五
日
、
香
港
中
文
大
学
日
本
研
究
学
科
兒
島
慶
治
さ
ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
戴
い
た
『
名
義
抄
』

の
「
し
ほ
」
文
字
表
記
の
箇
所
を
含
め
、
よ
り
判
り
や
す
く
す
る
た
め
写
真
を
添
付
し
て
き
た
。
兒
島
さ
ん
か
ら
は
、
そ

の
後
、
『
高
麗
大
藏
經
』
に
お
け
る
「
し
ほ
」
文
字
に
つ
い
て
照
会
を
戴
く
機
会
を
得
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
、
茲
に
文

字
画
像
を
添
え
て
報
告
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
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※
江
戸
時
代
の
太
宰
春
臺
著
『
倭
楷
正
訛
』(

一
七
五
三
年
、
浪
華
書
肆
、
稱
觥
堂
刊)

の
「
附
録
省
文
集
」
十
三
画
に
、
「
氷

鹽

」
〔

オ
26

②
〕
と
あ
っ
て
、
現
代
の
表
記
文
字
「
塩
」
と
は
、
異
な
る
字
体
を
取
り
上
げ
用
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
『
新
増
東
國
輿
地
勝
覧
』
〔
一
九
八
一
年
、
景
文
社
刊
〕
の
卷
九
「
水
原
」
「
富
平
」
「
南
陽
」
「
仁
川
」
「
安
山
」
、
卷
十
「
陽
城
」
、
卷
十
二

「
江
華
」
、
卷
十
三
「
喬
洞
」
、
卷
十
九
「
瑞
山
」
、
卷
二
十
三
「
東
莱
」
、
卷
三
十
二
「
漆
原
」
の
地
「
土
産
」
部
に
、
「
氷
」
文
字
が
十
一
例
用

い
ら
れ
て
い
る
。
※
『
東
國
正
韻
』
〔
韓
國
古
典
叢
書
Ⅰ
語
学
類
、
四
卷
８
オ
③
〕
に
は
、

と
あ

る
。

※
『
新
撰
字
鏡
』
が
広
く
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
『
一
切
經
音
義
』
卷
第
六
十
一
の
第
三
十
三
卷
に
は
、
「
鹻
鹽
上
緘
斬
反
俗
字

也
説
文
正
體
從
僉
作
鹸
埤
蒼
云
鹻
猶
鹵
也
文
字
典
説
云
鹸
鹹
也
從
鹵
僉
聲
下
琰
占
反
俗
字
也
説
文
從
臣
作
鹽
正
體
字
也
顧
野
王

云
鎚
海
水
爲
鹽
古
者
宿
沙
初
作
鹽
鎚
海
水
作
之
其
形
鹽
飴
鹽
本
從
地
而
生
井
鹽
水
中
目
結
也
其
河
中
安
邑
鹽
亦
人
力
運
爲
作
鹽

畦
曰
暴
而
成
亦
其
次
上
也
其
海
鹽
最
下
」
〔
新
修
大
正
大
蔵
経
卷
五
十
四
、
七
一
二
頁
中
段
に
所
収
〕
と
あ
っ
て
、
合
致
し
な
い
語
注

記
内
容
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
撰
者
昌
住
が
茲
に
引
用
し
た
字
書
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
ま
だ
審
悉
で
は
な
い
。

※
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
け
る
「

」
の
語
注
記
は
、
丹
波
康
頼
編
『
医
心
方
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
の
系
統
本
に
若
干
の
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異
な
り
語
句
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
次
に
示
す
。
※
上
段
に
『
医
心
方
』
、
下
段
に
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』

①
「
以

涙

魚
肉
則
能
經
及
不

敗

」
→
「以
浸
魚
肉
則
経

久
フ
敗
」

※
「
能
」
脱
字
表
記
。

浸
ヒ
タ
也

久

ヤ
フ
レ

ヤ
ヽ
ヒ
サ
シ

②
「
以

沾

布-

帛
」
→
「
以
沾
布
帛
」

※
こ
こ
は
、
完
全
一
致
。

ウ
ル
ホ
シ

③
「
則
易
致

シ

朽-

爛
」
→
「
則
致
朽
爛
」

※
「
易
」
脱
字
表
記
。

④
「
五
味
之
中
以
塩
爲
主
」
→
「
五
味
之
中
以
ー
為
王
」

※
「
主
」
と
「
王
」
の
字
形
相
似
し
た
意
味
も
両
用
解
釈
が
可
能
な
文
字
。

⑤
「
死
海
之
内
何
處
無
之
」
→
「
死
海
之
内
何
處
無
之
」

※
こ
こ
は
、
完
全
一
致
。

※
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
上

④
の
卜
部
に
お
け
る
「


谷

通
余
占
メ

」
の
反
切
表
記
「
余
占

ノ

反
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
反
切
を
収
載

100

す
る
字
書
が
な
い
。
敢
え
て
云
え
ば
、
『
廣
韻
』
『
切
韻
』
と
『
玉
篇
』
の
反
切
を
融
合
統
一
し
た
反
切
表
記
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

※
「

」
文
字
の
成
り
立
ち
と
し
て
、
「
椙
」
の
文
字
の
「
臣
」
か
ら
「
土
」
へ
と
変
容
し
、
「
古
」
の
字
を
一
度
離
し
、
「
十
」
と
「
口
」
と
し
て
、
こ

れ
を
再
び
合
わ
せ
「
田
」
文
字
と
し
、
「
土
」
「
幌
」
「
田
」
「
皿
」
の
構
成
を
以
て
「

」
の
文
字
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
今
推
定
し
て
み
た
。

逆
に
、
「
鹵
」
部
の
四
点
を
省
く
と
見
る
こ
と
も
考
え
て
は
見
た
が
、
上
部
「
卜
」
の
処
理
が
解
決
で
き
な
い
の
で
、
前
者
を
第
一
の
推
定
と

し
た
。

※
前
田
家
本
『
色
葉
字
類
抄
』
の
「
江
」
部
に
「
塩
梅
」
の
語
が
収
録
さ
れ
、
こ
の
「
塩
」
文
字
は
、
「
皿
」
の
と
こ
ろ
を
「
田
」
文
字
で
表
記
し

た
異
体
字
の
一
種
と
見
な
し
う
る
文
字
表
記
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
異
体
表
記
字
は
、
本
邦

の
字
書
に
お
い
て
他
資
料
に
見
え
て
い
な
い
表
記
で
あ
る
。
因
み
に
、
黒
川
本
で
は
「
漂
梅

エ
ン
ハ

イ

漂鹹
梅
酢
也

」
〔
江
部
、
飲
食
部
下

オ
③
〕
と
し
、
「
漂
」
の
文
字
表
記
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

13

る
。
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※
十
卷
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
語
注
記
、
「
本
朝
事
始
云
昔
者
筑
前
国
／
建
賀
郡
有
熊
鰐
斯
人
始
焼
漂
」(

訓
読
「
『
本
朝
事
始
』
〔
松

平
文
庫
所
蔵
〕
に
云
く
、
昔
は
筑
前
国
建
賀
郡
に
熊
鰐
有
り
。
斯
の
人
始
め
て
漂
を
焼
く
」)

は
、
三
卷
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
は
見
え
な

い
十
卷
本
独
自
の
注
記
内
容
で
あ
り
、
典
拠
引
用
と
な
る
『
本
朝
事
始
』
〔
藤
原
通
憲(

信
西)

作
〕
は
、
他
の
古
辞
書
に
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

※
中
国
で
の
漢
語
使
用
「
鹽
」
の
熟
語
を
『
故
事
熟
語
大
辞
典
』
〔
寳
文
館
〕
に
見
る
と
、
「
鹽
豉
」
〔
史
記
〕
「
鹽
價
」
〔
漢
書
〕
「
鹽

汗
」
〔
淮

エ
ン
シ

エ
ン
カ

エ
ン
カ
ン

南
子
〕
「
鹽

禁
」
〔
魏
書
〕
「
鹽

菜
」
〔
禮
記
〕
「
鹽
賦
」
〔
南
史
〕
「
鹽

竈
」
〔
宋
史
食
貨
志
〕
「
鹽

商
」
〔
鹽
鐵
論
〕
「
鹽

虀
」
〔
欧
陽
修
〕

エ
ン
キ
ン

エ
ン
サ
イ

エ
ン
ブ

エ
ン
サ
ウ

エ
ン
シ
ヤ
ウ

エ
ン
セ
イ

「
鹽

税
」
〔
後
漢
書
〕
「
鹽

田
」
〔
宋
史
食
貨
志
〕
「
鹽

梅
」
〔
書
經
説
命
下
篇
〕
「
鹽
冶
」
〔
鹽
鐵
論
〕
「
鹽

鐵

論
」
「
鹽

車

憾
」
〔
賈
宜

エ
ン
ゼ
イ

エ
ン
デ
ン

エ
ン
バ
イ

エ
ン
ヤ

エ
ン
テ
ツ
ロ
ン

エ
ン
シ
ヤ
ノ
カ
ン

弔
屈
原
賦
〕
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

※
時
代
は
降
っ
て
、
江
戸
時
代
の
平
賀
國
倫
編
輯
『
物
類
品

隲
』
〔
日
本
古
典
全
集
二
九
頁
〕
に
は
、
卷
之
二
・
石
部
に
、
「
食
鹽

和

ヒ
ン
シ
ツ

名
シ
ホ
。
鹽
ノ
品
類
多
シ
。
海
鹽
・
井
鹽
・
鹻
鹽
・
池
鹽
・
崖
鹽
・
石
鹽
・
木
鹽
等
食
用
ニ
充
ベ
キ
モ
ノ
、
皆
食
鹽
ナ
リ
。
《
中
略
》
鹽
井
等
モ
ア

レ
ド
モ
、
日
本
ハ
四
方
海
ニ
近
キ
國
ユ
ヱ
製
ス
ル
モ
ノ
希
ナ
リ
。
紅
毛
人
持
來
ル
モ
ノ
ハ
種
類
多
シ
。
紅
毛
語
鹽
ヲ
ソ
ウ
ト
ヽ
云
、
ラ
テ
ン
語
ニ

テ
サ
ル
ト
云
」
と
し
、
○
崖
鹽
○
自
然
白
鹽
な
ど
な
ど
を
記
載
す
る
。
ま
た
、
畔
田
翠
山
撰
『
古
名
録
』
〔
杉
本
つ
と
む
編
著
・
早
稲
田
大

学
出
版
部
、
一
〇
四
頁
〕
に
も
、
卷
四
・
水
部
「
于
之
裒

日
本

書
紀

〔
漢
名
〕
潮
〔
今
名
〕
ウ
シ
ホ
《
割
註
略
》
。
〔
一
名
〕
志
保
《
割
註
略
》
。
鹽
安
東

ウ

シ

ホ

郡
當
沙
汰
文
曰
専
當
令
入
部
ニ
テ
在
郡
之
時
先
窻
濱
ニ
出
テ
鹽
ア
フ
ヘ
キ
也
」
と
し
、
用
例
『
源
平
盛
衰
記
』
第
四
二
、
『
古
事
記
』
、
『
万

葉
集
』
第
一
三
の
用
例
を
収
載
す
る
。
こ
こ
で
の
「
鹽
」
の
扱
い
は
典
拠
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
『
徒
然
草
』
そ
し
て
、
『
壒
嚢

鈔
』
に
は
及
ん
で
い
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

※
奥
山
益
朗
編
『
味
覚
辞
典
―
日
本
料
理
』
〔
東
京
堂
出
版
〕
に
は
、
「
し
お
【
塩
】
」
の
項
目
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
他
調
味
料
で
あ
る

「
し
ょ
う
ゆ
【
醤
油
】
」
も
未
載
録
で
あ
る
が
、
「
み
そ
【
味
噌
】
」
に
つ
い
て
は
詳
細
な
収
録
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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※
中
国
最
古
の
塩
の
産
地
山

川

省
の
塩
池
の
塩
は
、
人
の
手
を
加
え
な
く
て
も
製
塩
で
き
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
貴
重
な
財
産
で
あ

さ
ん
せ
ん
し
ょ
う

エ

ン

チ

る
が
故
に
幾
多
の
戦
い
の
原
因
と
も
な
っ
た
。
殷
＝
商
。
塩
を
運
ぶ
殷
の
人
た
ち
は
い
つ
し
か
商
人
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
諸
国
の
高
級

役
人
と
し
て
（
交
易
の
経
路
を
抑
え
る
意
味
か
ら
も
）
召
し
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
周
も
殷
に
変
っ
て
こ
の
地
を
支
配
す
る
よ
う

に
な
る
。
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